
2022年度シラバス 滋慶医療科学大学大学院　医療管理学研究科

D3-203 担当教員名

必修 配当年次

教室

回 日程
実践的な
授業方法

1 9/24

2 10/1

3 10/8

4 10/15

5 10/22

6 10/29 ○

7 11/5 ○

8 11/12 ○

9 12/3 ○

10 12/10 ○

11 12/17 ○

12 12/24 ○

13 1/7 ○

14 1/14 ○

15 1/21 ○

履修条件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　授業の日程については変更する場合があります。

成績評価方法（%）
[評価のポイント]

①レポート（60%）、②グループディスカッションへの参加・貢献度（40%）
[①講義内容への理解度、②講義への積極的な参加]

授業時間外で必要な学修 各講義終了後は復習を繰り返し、知識の定着を図ってください。

学生へのメッセージ 臨床の現場で困ったことを共に考えましょう。

医療事故当事者への対
応（大磯）

医療事故の当事者になった医療従事者への対応を学ぶ。 [実務家教員による授業]

キーワード 医療事故、法律、初期対応、危機管理 なし

教
材
等

教科書（要事前購入） 教科書は特に指定しない。講義で使用する資料は適宜配付する。

参考書（任意購入） 担当教員が作成する配付資料

医療事故への初期対応
（２）（和佐）

患者への説明と謝罪について、米国における考えを学ぶ。
[グループディスカッション]

医療従事者に必要な法
律知識（和佐）

実際の医療裁判の判例を読むことにより、判例に関する基本的知識および法律にお
ける考え方を学ぶ。 [グループディスカッション]

医療における危機管理
（大磯）

医療における危機管理の特殊性について理解する。 [実務家教員による授業]

コンフリクトマネジメント
（木内）

クレームに対する基本的知識を習得し、患者対応を学ぶ。 [ロールプレイ]

クレーム対応演習
（木内）

患者・医療者・評価者に分かれてロールプレイを行う。 [ロールプレイ]

医療事故への初期対応
（１）（和佐）

医療事故が発生した場合、医療者として取るべき対応を時系列で説明する。医療事
故発生時の特に患者家族への対応を中心に、医療者としての対応を学ぶ。
[グループディスカッション]

インフォームドコンセント
（１）（和佐）

インフォームドコンセント（I.C.）の実施が医療従事者・患者関係構築のために重要な
プロセスであることを知る。医療現場で使用されている専門用語が社会で受け入れら
れているかを知る。 [グループディスカッション]

インフォームドコンセント
（２）（和佐）

I.C.の実施が円滑に行われなかった場合には、説明義務違反として訴訟を提起され
ることがある。実際の説明義務違反を問われた判例を提示し、要求されている説明の
内容を学ぶ。 [グループディスカッション]

インフォームドコンセント
（３）（和佐）

特に終末期医療などにおける判例を学ぶことにより、その状況における正しい対応を
学ぶ。 [グループディスカッション]

医療事故調査制度につ
いて（和佐）

医療事故調査制度について、その成立の経緯と目的を知る。医療事故発生時にこ
の制度では何をするべきかを、制度の仕組みを踏まえて学ぶ。

医療事故と民事訴訟
（和佐）

医療事故に関する民事裁判の現状を知る。民事裁判に関するデータの収集方法を
学ぶ。民事裁判の仕組みを知る。

医療事故と刑事訴訟
（和佐）

医療事故に関す刑事訴訟の現状を知る。刑事裁判に関するデータの収集方法を学
ぶ。刑事裁判の仕組みを知る。医療事故の刑事裁判になるとどのような問題が起こる
かを知る。

医療事故と法律
（和佐）

法律が成立する仕組みを知り、法律と省令などの違いを学ぶ。法律の用語を理解
し、法律において用いられる概念を学ぶ。

曜日・時限 土曜日・２限目 視聴覚大講義室

授業概要

国の医療安全政策と、これに関連して医療機関に何が要求されているかを理解する。さらに、医療事故が紛争化し訴訟に至るメカニ
ズムを学ぶことで、紛争化の防止には医療機関及び医療者として何を行うべきかを考える力を習得する。本講義には、「医療セーフ
ティマネジメント学特論」と併せて、厚生労働省の医療安全管理者養成のための研修プログラム指針に準拠した内容が含まれている。
グループディスカッションを組み合わせることで理解を深める。

到達目標

1） 医療事故発生時、他の医療従事者と協働しながら主体的に対応できる。
2） 医療安全について的確な助言ができる。

見出し 内　　　　　　　　　　　容

医療安全政策の歴史
（和佐）

医療安全に関する過去の歴史を知る。それに基づき国の医療安全政策を理解す
る。国が医療安全政策において医療機関及び医療従事者に求めていることを理解
する。

科目名 医療リスクマネジメント学特論
　　　和佐　勝史、木内　淳子、
　　　大磯　義一郎

単位数 ２単位 １年次・第２セメスター（通期）


